
令和３年９月２日 

保 健 福 祉 政 策 部 

  子 ど も ・ 若 者 部 

経 済 産 業 部 

障 害 福 祉 部 

 

「（仮称）ひきこもり相談窓口」の開設について 

 

１ 主旨 

８０５０問題等ひきこもりに関わる課題が社会問題となる中、令和元年１０月２

５日付厚生労働省事務連絡「市町村におけるひきこもり相談窓口の明確化と周知等

について」を受け、各市区町村は支援を要する方に確実に支援が届く体制整備が求め

られている。こうした中、区では、令和３年３月に「世田谷区ひきこもり支援に係る

基本方針」を策定し、「ひきこもりの状態を含む、社会との接点が希薄な方や社会と

の接点がもちづらい状況にある方とその家族が、気軽に相談・支援につながることが

でき、当事者が自分らしく暮らすことができる地域づくりをめざす」ことを基本目標

に掲げ、ひきこもり支援を推進している。 

同基本方針に基づき取組む施策目標の一つである「相談窓口の明確化、支援機関相

互の連携強化」の実現のため、国の重層的支援体制整備事業を活用し、令和４年４月

に、生活困窮者支援機関のぷらっとホーム世田谷（以下、「ぷらっとホーム」という。）

と、若者支援機関のメルクマールせたがや（以下、「メルクマール」という。）を同一

建物内に移転させ、年齢を問わないひきこもり相談窓口である「（仮称）ひきこもり

相談窓口」（以下、「ひきこもり相談窓口」という。）を開設する。併せて、メルクマ

ールと一体で世田谷若者総合支援センターの機能を果たしているせたがや若者サポ

ートステーション（以下、「サポートステーション」という。）も移転する。 

 

２ 移転及び「ひきこもり相談窓口」の開設について 

  これまでひきこもりについては、抱えている課題別の窓口で相談を受けていたが

相談先が分かりづらく支援につながりにくい状況であった。今後は、窓口を一本化

することで、分かりやすく相談しやすい環境が整う。また同一建物内に移転するこ

とにより、３９歳以降の方の引継ぎもスムーズになる。 

なお、ぷらっとホームは新型コロナウイルス感染症の影響により業務量が増大し

ているため、当面の間、別に賃借している民間ビルを活用して、ぷらっとホームの

一部業務を行う。 

（１）移転先（開設場所） 

世田谷区太子堂４－３－１（ＳＴＫハイツ２階～５階）延べ面積 687.31 ㎡ 

 

５階 メルクマール 170.38㎡ 157.50㎡
４階 サポートステーション 170.38㎡ 130.95㎡
３階 ぷらっとホーム　＊ひきこもり相談窓口
２階 ぷらっとホーム
１階

290.89㎡

【現在】

図書館カウンター三軒茶屋

池尻2-4-5
（世田谷ものづくり学校3階）

太子堂1-12-40
（グレート王寿ビル6階）

【移転後】太子堂4-3-1　STKハイツ

346.55㎡

Tanaka106
フリーテキスト
資料２



（２）開設年月日 

  令和４年４月５日（火）予定 

（３）所要経費（概算） 

 〇令和３年度 8,745 千円 

＊３次補正で要求 

＊重層的支援体制整備事業交付金（多機関協働事業）を充当予定（補助率 3/4） 

   （内訳）①改修工事・電話工事費          3,283 千円 

       ②什器購入費・その他経費         2,077 千円 

       ③ＳＴＫハイツ賃料（令和４年３月分）   3,385 千円 

〇令和４年度 4,664 千円 

   （内訳）①事務室移転作業費            3,577 千円 

②グレート王寿ビル賃料（令和４年４月分） 1,087 千円 

③グレート王寿ビル原状復帰費用      現在確認中 

＊ＳＴＫハイツ賃料（令和４年４月分以降）等、年間維持経費は含めず 

（４）「ひきこもり相談窓口」の相談・支援イメージについて 

  別紙のとおり 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

令和３年９月  区議会第３回定例会 ＊３次補正予算案の提出 

  令和４年３月  ＳＴＫハイツ改修工事、電話工事等 

          区のおしらせ等で周知 

  令和４年４月  移転及び「ひきこもり相談窓口」開設 



　【別紙】「ひきこもり相談窓口」の相談・支援イメージ図
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※メルクマールせたがやの社会参加に向けた準備支援

に係るノウハウや、ぷらっとホーム世田谷の自立相談、

家計改善相談等の多様な支援メニューといった双方の

強みやネットワークを活かす。

ぷらっとホーム世田谷 ３Ｆ

ぷらっとホーム世田谷 ２Ｆ

オンライン相談ＳＮＳを活用した

情報発信
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太子堂４－３－１（ＳＴＫハイツ）※三軒茶屋駅すぐ

※４０歳以上や不明な場合は、ぷらっと

ホーム世田谷が対応（ぷらっとホーム世田

谷にも精神保健福祉士を配置）
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令和３年１１月１１日 

保 健 福 祉 政 策 部 

障 害 福 祉 部 

  子 ど も ・ 若 者 部 

 

 

ひきこもり支援の今後の展開について 

 

 

１ 主旨 

区では、令和３年３月に「世田谷区ひきこもり支援に係る基本方針」（以下、「基本

方針」という。）を策定し、「ひきこもりの状態を含む、社会との接点が希薄な方や社

会との接点がもちづらい状況にある方とその家族が、気軽に相談・支援につながるこ

とができ、当事者が自分らしく暮らすことができる地域づくりをめざす」ことを基本

目標に掲げ、ひきこもり支援を推進している。 

基本方針に基づき令和４年４月に「（仮称）ひきこもり相談窓口」（以下、「相談窓

口」という。）を開設させるが、その後のひきこもり支援の展開について報告する。 

 

２ 支援体制 

  「相談窓口」開設後は、「ぷらっとホーム世田谷」（以下、「ぷらっと」という。）

と「メルクマールせたがや」（以下、「メルク」という。）が年齢を限定せずにひき

こもり支援を行う体制とする。 

支援の流れとしては、「相談窓口」で受付した後、自立支援や家計改善支援等、

複雑な課題に対応する「ぷらっと」と心理士等の専門職を配置している「メルク」

が共同で面談（インテーク）し、相談ニーズや課題を把握する。 

必要に応じて関係機関との支援会議（支援調整会議）を行い、主たる支援機関と

役割分担（生活困窮の課題であれば「ぷらっと」、心理的な課題であれば「メル

ク」等）を定めて支援プランを策定し、伴走型の支援を行う。 

 

＊支援フロー（詳細は別紙のとおり） 

＊随時見直しを行い、必要に応じて支援会議・支援調整会議の開催や支援プランを再度策定する。

＊必要に応じて

＊年齢に限らず、

　合同で面談する。

相談受付

ぷらっと

面談（インテーク）

ぷらっと・メルク

支援（調整）会議

ぷらっと・メルク

関係機関(サポステ等)

支援プラン策定

ぷらっと・メルク

関係機関(サポステ等)

支援

主たる支援機関

ひきこもり相談窓口

終結（当事者
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暮らすことが
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関係機関(サポステ等)



３ 今後の取組み 

 基本方針で示した具体的な取組みについては、以下のとおり進める。 

 
（１）新規事業 

①「メルク」の対象拡大 

これまで３９歳までを対象としていた「メルク」が、「相談窓口」開設後は対

象を拡大し、４０歳以上のひきこもりの方も含めて専門性を活かした支援を行

う。 

  ②「メルク」「ぷらっと」共同事業・相互利用 

   これまでになかったひきこもりの方を対象とした年齢を問わない居場所事業を

共同で実施する。 

   その他の居場所事業や講座・プログラムについて、支援に影響のない範囲で相

互利用を進める。 

項目

2

当事者・家
族それぞれ
の課題や
ニーズに寄
り添った、
きめ細やか
な支援の充
実

・連絡協議会から意見をいただきなが
ら支援者の育成とスーパーバイズ機能
の整備を検討

・当事者や家族を対象としたひきこも
り調査の実施

支援者の育成と
スーパーバイズ
機能の整備

3

ひきこもり
への社会的
理解及び支
援者育成の
促進

・出張セミナーの継続（メルク、サポステ）
・ひきこもりの状況に関する理解促進を目的としたセミナーの継続（ぷらっと）
・民生委員・児童委員協議会、青少年地区委員会等での事業周知（メルク）

当事者・家族へ
の働きかけ、地
域での理解促進

・支援者の育成とスーパーバイズ機能
の整備を実施

・発達障害者のピアサポート事業「みつけばハウス」で、主に30～50代に向けたプログラムの実施
・「メルサポ」「メルク・サポステ合同プログラム」（メルクとサポステの共同事業）の継続

・年齢を問わない居場所事業（メルクとぷらっとの共同事業）の実施
・「メルク」と「ぷらっと」の居場所や講座等の相互利用の実施（支援に
影響のない範囲に限る）
・ピアサポート活動を含め、当事者の状況や特性等を踏まえた居場所の整備

居場所
（参加支援）

・子ども家庭支援センター、児童相談
所との連携の充実

アウトリーチ
・訪問相談、出張相談の継続（メルク）
・日常生活支援アドバイザーによるアウトリーチ事業の継続（ぷらっと）

・定期的な当事者会へのヒアリングによる事例の掘り起こし
・「世田谷区ひきこもり等当事者及び家族による交流支援事業運営補助」制度を活用した家族会の活動支援の継続
・当事者や家族の声を支援の取組みに反映

・教育総合センターと情報共有

ニーズ把握

施策目標 令和３年度後期 令和４年度 令和５年度以降

1

相談窓口の
明確化、支
援機関相互
の連携強化

ひきこもり
相談窓口

・「メルク」の対象拡大の検討
・「ぷらっと」「メルク」の連携強化
・受付体制の整備
・福祉の相談窓口や「ぽーと」等との
ルートづくり

・「メルク」の対象拡大の実施
・相談窓口の開設
・年齢を問わない相談しやすい環境づ
くり
・アセスメント力の向上
・支援機関相互の役割分担の整理
・情報共有や連携強化の仕組みづくり

・「メルク」の対象拡大の効果検証
・アセスメント手法の標準化
・支援機関の役割分担やサービスの在
り方検証
・課題の整理、評価、見直し

連絡協議会

・庁内調整会議（連絡協議会準備
会）
・子ども・若者支援協議会との役割
分担や情報共有の在り方等整理

・連絡協議会の設置
・ネットワークの構築
・支援機関の連携強化の仕組みづくり
・事例検討、課題抽出の仕組みづくり

・ひきこもり支援の進行管理、効果
検証
・事例検討、課題抽出

不登校への
対応

・教育総合センターとの連携の仕組み
づくり
・子ども・若者支援協議会の不登校・
ひきこもり部会との役割分担や情報共
有の在り方等整理



（２）連絡協議会の推進体制・効果検証の実施 

 令和４年度に（仮称）ひきこもり支援機関連絡協議会（以下、「連絡協議会」

という。）を設置し、「相談窓口」開設後の取組み内容の進行管理や効果検証を行

う。 

令和４年１月に開催するひきこもり支援に係る庁内調整会議を連絡協議会の準

備会と位置づけ、子ども・若者支援協議会との役割分担や情報共有の在り方を整

理したうえで、教育委員会や医療機関を含めた連絡協議会の構成員等を定め、推

進体制を構築する。 

（３）人員体制 

  ①「ぷらっと」の人員体制強化 

    ひきこもり当事者や家族、関係機関からの多数の相談に対応するため、「相

談窓口」の受付、面談、支援会議等の開催、支援プランの策定を行う人員体制

を強化する。 

    概算経費：11,475（千円） 特財（3/4）：8,606（千円） 

②「メルク」の人員体制強化 

    対象拡大に伴う相談・支援件数増、関係機関との調整の場としても活用可能

な「出張相談」の回数増に対応するため、人員体制を強化する。 

    概算経費：13,529（千円） 

特財(上記のうちアウトリーチ分(1/3))（3/4）：3,382（千円） 

（４）重複事業の整理 

 【令和４年度の見直し内容】 

①「ぷらっと」の相談支援事業の見直し 

    ４０歳以上も含め、「メルク」の心理士や精神保健福祉士と常時連携するこ

とが可能となるため、「ぷらっと」に配置している精神保健福祉士を削減す

る。 

    概算経費：▲4,860（千円） 

  ②「ぷらっと」の就労準備支援事業の見直し 

「ぷらっと」の就労準備支援プログラムのうち、「メルク」の居場所事業等

で補うことが可能なプログラム（全体の 10％）を削減する。 

概算経費：▲2,892（千円）＊就労準備支援事業に係る委託料の減 

 

４ その他 

区では令和２年度に支援機関を対象とした「ひきこもり実態把握調査」を実施し

たが、ひきこもりの方の全体像や支援ニーズ等については、十分に把握できていな

い面があるため、令和４年４月の「相談窓口」開設後の状況等に応じて、一部重複

事業の整理を行いながら、適切な支援の更なる展開や、福祉の相談窓口等との連携

を強化する等、ワンストップの相談の充実に向け、検討していく。 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

  令和４年４月  「（仮称）ひきこもり相談窓口」開設 



　【別紙】「ひきこもり相談窓口」の相談・支援イメージ図
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世田谷区ひきこもり支援に係る基本方針 概要版 

 

 
Ⅰ．策定の背景や理念、位置づけ（１．主旨／２．国・都の動向等） 

区：ひきこもりをはじめ、生きづらさを抱え、社会的に孤立する

傾向のある方が、個人の尊厳が尊重され、自分らしく安心して暮

らし続けられる環境を整えることを目的に、区の取組みの指針と

して基本方針を策定 ※世田谷区基本構想等との整合性を取る。 

国：「重層的支援体制整備事業」の活用 

「既存の取組みでは対応できない狭間のニーズに対応するため、

本人のニーズと資源の間を取り持ったり、必要な資源を開拓し、

社会とのつながりを回復する支援」としてひきこもり支援も対象 

 

都：「ひきこもりに係る支援協議会」中間とりまとめ 

「都民及び関係者への意識啓発」「一人ひとりの状態・状況に応じ

たきめ細やかな支援」「切れ目のない支援体制の整備」 

 

Ⅱ．現状（３．これまでの区の取組み／４．区の支援機関におけるひきこもり状態にある方の把握状況）／５．現状からみえた課題） 

 

生活困窮者支援 

〇ぷらっとホーム世田谷 

３９歳以下の若者支援 

〇メルクマールせたがや 

障害者支援 

〇障害者就労支援センター「ゆに」や「みつけば」

「ぽーと」などの支援機関 

 

その他 

〇あんしんすこやかセンター 

〇総合支所保健福祉センター 

ひきこもり実態把握調査 

（支援機関対象） 

〇把握した当事者数 319 件 

〇年齢、地域等に多様な実

態がある。 

〇何らかの障害を有すると

思われる方が支援機関につ

ながっている。 

〇長期化した方を支援して

いるケースが多い。 

〇複合的課題を抱えている 

〇支援機関への繋ぎに苦慮

している 

現状からみえた課題（求められる支援） 

１．相談窓口・支援機関 

 〇相談体制の明確化 

 〇各支援機関相互の連携 

 〇支援につながりやすい仕組み 

２．当事者の状況 

 〇年齢・地域を限定しない支援 

 〇障害への理解を含めた専門的なアプ 

ローチと当事者の尊厳と自己決定を尊

重した支援 

〇早期の積極的支援、個別的な支援、

家族も含めた支援（8050 問題も意識） 

３．社会的理解 

区民に対する理解の促進 等 

Ⅲ．目標（６．支援に対する基本的な考え方） 

 

基本目標 

ひきこもりの状態を含む、社会との接点が希薄な方や

社会との接点がもちづらい状況にある方とその家族が、

気軽に相談・支援につながることができ、当事者が自分

らしく暮らすことができる地域づくりをめざす  

ひきこもりの状態にあり、社会との関係づくりに課題を持ってい

る方及びその家族が、気軽に相談・支援につながることができ、

自分らしく生きることができる地域づくりをめざす 

施策目標 

【目標１】相談窓口の明確化、支援機関相互の連携強化 

 

【目標２】当事者・家族それぞれの課題やニーズに寄り添った、きめ細やかな支援の充実 

 

【目標３】ひきこもりへの社会的理解及び支援者育成の促進 

 

Ⅳ．新たな支援体制（７．具体的な取組み／８．推進体制） 

 

 【目標１】相談窓口の明確化、支援機関相互の連携強化 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【目標２】当事者・家族それぞれの課題やニーズに寄り添った、きめ細やかな支援の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 状況に応じた専門的支援と課題解決のための仕組みの構築 

 
② 課題把握のためのアセスメントに基づく支援 

 
③ 居場所の確保（参加支援） 

 
④ 社会との関係づくりの支援と必要に応じた就労支援 

 ④ 教育委員会や医療機関との連携 

 

【目標３】ひきこもりへの社会的理解及び支援者育成の促進 

 

 

 

 

 

 

① 当事者・家族への働きかけ及び地域での理解促進 

② 支援者の育成とスーパーバイズ機能の整備 

 

推進体制 

① 庁内調整会議、（仮称）ひきこもり支援機関連絡協議会での情報の共有化と進行管理 

② 子ども・若者支援協議会等の既存の会議体での進捗状況の報告 等 

⑤ 当事者・家族会からのニーズ把握に基づく支援 

① （仮称）ひきこもり相談窓口の開設 

② （仮称）ひきこもり支援機関連絡協議会の設置 
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③ 支援機関相互の連携強化の仕組みづくり 



 

 

 

ひきこもり支援の相談・支援イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年４月～ 

（仮称）ひきこもり支援機関連絡協議会 

教育委員会 

アドバイザー 

【目標１】相談窓口の明確化、支援機関相互の連携強化 

①（仮称）ひきこもり相談窓口の開設  ②（仮称）ひきこもり支援機関連絡協議会の設置 

③ 支援機関相互の連携強化の仕組みづくり  ④ 教育委員会や医療機関との連携 

 
【目標２】当事者・家族それぞれの課題やニーズに寄り添った､きめ細やかな支援の充実 

① 状況に応じた専門的支援と課題解決のための仕組みの構築 

② 課題把握のためのアセスメントに基づく支援 

③ 居場所の確保（参加支援） 

④ 社会との関係づくりの支援と必要に応じた就労支援 

⑤ 当事者・家族会からのニーズ把握に基づく支援 

【目標３】ひきこもりへの社会的理解と支援

者育成の促進 

① 当事者・家族への働きかけと地域での理解 

促進 

② 支援者の育成とスーパーバイズ機能の整備 

当事者・ 

家族 就労支援機関 

（せたがや若者サポートステーション、

ゆに等） 

総合支所保健福祉センター 

（仮称）ひきこもり相談窓口が中心となり各

支援機関が連携して対応。（仮称）ひきこもり

支援機関連絡協議会の構成員は想定。 

相談・ 

支援 

あんしんすこやかセンター 地域障害者相談支援センター（ぽーと等） 

相談・支援 相談・支援 

医療機関 

助言 

助言 

アドバイザー 

障害者支援機関（みつけばルーム等） 

学校等教育機関 


